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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2026年 4月 17日（金）Ｎo.27 

例 会 第１６３２回 通常例会/小杉苑  

ソング：我らの生業、花 ソングリーダー：鈴木照竟君 

■ 会 長 挨 拶           鈴木寿幸君 

皆さんこんにちは、本日も藤枝南ロータリーク

ラブの例会にご出席いただきありがとうござい

ます。本日は、4 月号の「ロータリーの友」ある

ある相談室になるほどと思う記載がありました

ので、紹介させていただきます。 

ロータリーあるある相談室は、ロータリアンの

「あるある」な相談に経験豊かなパストガバナー

が、真剣に、時には、ユーモアを交えてお答えす

る記事です。 

相談者は、兵庫県の 68歳、相談内容は、うちの

クラブには、入会 50年を超える大先輩がいます。

発言は多くないのですが、例会場にその方が入っ

てくるだけで、みんなが自然と姿勢を正す。そん

ないい緊張感を感じさせる人です。そういった器

の大きさを感じさせる人は、今なかなかいません

が、なぜ、あのように空気を変える力があるので

しょうか？教えてくださいという相談でした。回

答者は東京福生ＲＣのパストガバナー、きっとそ

の方は、ある分野で努力を重ね、その世界では一

流といわれる域に達した人だと思います。しかし、

一流になっても、その上には超一流が存在し、超

一流の上には超超一流、つまり世界一がいます。

努力を重ねて一流になった人は知っています。

「上には上がいる。自分はまだまだ、もっと磨き

たい。でもこれが自分の実力の限界だ。悔しいが

限界だ。」この「悔しさ」とは、欲です。しかし、

「自分の才能と努力の限界」を「明らかに見極め」

その欲をあきらめたのです。「諦める」とは「明ら

かに極める」ことだったのです。そして、「自分は

神ではない、しょせん人間であること」に気づい

たのです。きっとその人はそんな経験をお持ちな

のでしょう。みんなが姿勢を正すのは、その経験

によるものです」。ロータリアンのみなさんも、ロ

ータリアンとして上には上がいる「悔しさ」を持

ち、努力を重ね、限界を知り、そして「諦める」。

これに挑戦してみてはいかがですか。その方は、

間違いなく謙虚な方だと思います。謙虚とは、「極

めて高い次元での挫折」の経験からにじみ出てく

るものなのです。僕なんか、せいぜい努力したの

はハーモニカだけ。しかも全く極めていないので、

まだまだ全然だめですが、でも、やっただけまし

だと慰めています。（最後の一文は謙虚ぶった物

言いですが、そもそも、それを書くこと自体が謙

虚ではないのです。本当に謙虚な人は、自分を謙

虚だなどとは言わず、謙虚なふりもしません、謙

虚そうな人にだまされないように気を付けてく

ださい）との回答でした。私も尊敬するロータリ

ーの大先輩のようになれるようクラブの活動に

は積極的に参加し、クラブの仲間との親睦を深め

たいと感じましたので、本日ご紹介させていただ

きました。最後に本日の例会が、ご出席の皆様の

新たな発見や気づきの例会になることを願って

おります。本日もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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■ ビ ジ タ ー              

国際ロータリー第 2620地区静岡第 4グループ 

ガバナー補佐     杉本 昭様 

  〃 ガバナー補佐事務局長 深沢英雄様 

 

■ 出 席 報 告           笠原大輔君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

42／49 85.71％ 45／49 91.83％ 

 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

〇植田君〇川口君○杉浦君〇中野君〇中山君 

〇松浦君〇若林君  

(１)メークアップ者 

パーフェクト例会数：                                                       

       

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        笠原大輔君 

・お誕生日のお祝いをいただきありがとうござ 

いました。本日で最後になりますが、色々お 

世話になりました。      鷺坂和也君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

                笠原大輔君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

                江﨑直利君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

               漆畑雄一郎君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

した。            小池吉徳君 

スマイル累計額 ７２１，６０２円 

■ 会 員 卓 話                        

中村秀樹君 

今年から皆様

の仲間に迎え

ていただいた

中村秀樹です。 

本日は入会初

めての会員談

話の機会をい

ただきましたが、今まで登壇された方達とは見劣

りする部分も多いことと思います。お聞き苦しい

ところがございましても、ご容赦いただければ幸

いです。またこの後真打が控えております。私で

は軽量級の前座となりますが、しばらくお付き合

いください。 

私も藤枝市内で勤務しておりますが、生まれ育ち

は藤枝とは縁がありません。そのため今回は私の

幼少期からの思い出話を基に自己紹介をさせて

いただきます。 

寅さん流に言えば大井川の水で産湯をつかりと

なるのでしょうが、生まれは大井川上流の奥大井

というところです。最近では鉄道沿線観光地や秘

湯温泉地が旅番組でも紹介され注目を浴びてい

るようです。先月は期間限定で機関車トーマスの

お友達、パーシー号も運行され川根の桜を盛り上

げてくれました。それ以外は緑の多い閑静な山間

地域といった印象でしょうか。しかし以前の大井

川上流地域は林業、茶業といった 1 次産業でか

なり栄えていたところだそうです。私も 3 歳くら

いまでしかいなかったため、その当時の記憶はあ

まり無いのですが、千頭には肉も魚もあり、かな

りの都会で活気があったということです。お茶摘

み時期には食事も含め待遇が良くないと働き手

が集まらないとも聞きました。 

その奥大井の都会度を伝えるたとえ話が身内に

あるのですが、遠縁のおばさんの嫁ぎ先が島田の

製茶屋さんに決まった際には、あんな田舎に行く

のは嫌だと 1週間泣き続けたという話があります。 

私たちも以前は GW に親戚のお茶摘みの手伝い

に行きましたが、最近は生産者の高齢化により平

地のみの栽培となってしまいました。山間部の茶

畑が多いので茶葉を刈る作業もかなりの重労働

です。春先には竹の子掘りや山芋掘りに出かけ、

特にお茶摘み時期は新緑が目に染みて視力の回

復を感じました。こちらも親類一同高齢化で山に

入ることは少なくなりました。 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

46 46 0 22 
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先日、NHK の新日本風土記で奥大井の再放送

があり、初回放送の 1970 年代初期と 2018 年台

当時の映像で編集されていました。その当時を知

る人たちにとっては大変懐かしかったようで、父

の同級生たちはこの番組放送時には同級会を開

き、誰それが出ていたとかで大変盛り上がってい

ました。 

昔の山間部は人流が少なく、ご一統一族で集落が

あり、苗字を聞けば居住地区がわかるくらいでし

た。小さい頃に親戚周りをした時には、出先で名

前を聞かれ、親戚の誰それに似ているとかでかな

り捕まっていた記憶があります。奥大井の名字で

皆様にも馴染みのある姓といえば、井林、鈴木、

諸田でしょうか。あと羽田空港の羽田と書いて

「はた」という姓もあります。 

保育園に入園する頃には父の勤務地のため、新金

谷へ引っ越しました。この場所は遊び場が多くと

ても楽しい場所でした。新金谷駅にはバスターミ

ナル、鉄道車庫、バス整備工場がありました。最

初は三輪車でしたが、足漕ぎ四輪車が来てからは、

家から脱走するかのようにマリオカートさなが

らのスピードで冒険に出かけていました。バスタ

ーミナルではサーキット場のように走ってはバ

スを止め、時にはバスの先導車、整備工場では整

備中のバスの中で遊んだり最高の遊び場でした。

電車はこわいと感じていて改札を通ることはし

ませんでしたが、木造社屋の中には入ったりしま

した。大分迷惑をかけたはずですが、不思議と怒

られた記憶はありません。後日談ですが、静岡に

帰ってきて関係先にあいさつ回りをしたときに

は、当時のことを覚えているバス運行関係者やバ

スガイドさんがいて、ケガをしなかったのが不思

議なぐらいと言われました。ちなみに私のおもり

してくれたバスガイドさんは現在も現役です。会

員企業様のご旅行で同行した機会もあるはずで

す。あと隣には女子寮があり、今では珍しいゲー

ト式のコーラ販売機がありました。瓶を取るには

コツが必要でしたが、取り出すことが楽しく、ガ

イドさん達がよく私にお願いしてくれました。 

寮前には寮住まいの社員用に売店がありまし

た。この店はとても不思議でお金を払わなくても

お菓子を持っていくことができました。もちろん

無料ではなく、そのあとに店員さんが家に集金に

来て母が払っていたそうです。この魔法のシステ

ムは妹にも受け継がれ、両手いっぱいのお菓子を

持って売店から出てくる現行犯写真が残ってい

ます。 

日中は保育園のバスが迎えにきて保育園に行き

ます。テレビでピンポンパンを見てから出かけた

と思うのですが、いつも番組最後に子供たちが木

の下にあるおもちゃを取りに行くので、あの木は

おもちゃのなる木だと思っていました。そのせい

で私はポンキッキよりピンポンパンが好きでし

た。 

保育園は牧之原台地の山側にあり周りは緑一杯

の環境でした。当時は人数も多く運動会やイベン

ト時の記念写真にはたくさんの園児が写ってい

ます。うれしかったのは写真撮影の時には怪獣や

ウルトラマンのようなヒーローたちが来てくれ

一緒に撮影です。最近の保育園・幼稚園のイベン

トにはご当地キャラの着ぐるみを父兄が着て盛

り上げるそうですが、あの当時はウルトラマンや

仮面ライダーは大人気でした。 

この話をほかの地域でもするのですが、同様の話

は聞きません。藤枝でもヒーローたちが来たので

しょうか。給食のメニューは覚えていませんがお

やつには八の字、肝油を楽しみに頂いたことは覚

えています。園内にはエレクトーン教室もあり、

遅く帰る園児たちと一緒に演奏した記憶があり

ます。残念ながらお遊戯会は覚えていませんが、

先生たちに大変かわいがってもらい良い記憶ば

かりです。 

小学校に進学すると、百科事典セット、世界の偉

人セット、毎月地元の書店さんから配達される小

学館シリーズ、学研の学習、化学と本を読む機会

を多く与えられました。特に学研の学習、化学は

付録が面白く、あの当時で赤色ダイオードやソー

ラーパネルがついてきたことを覚えています。昔

から絵本を読むのも好きだったので、読書は苦に

なりませんでした。学期間の長期休み時には宿題

に推薦図書を読んでの読書感想文がありました。 

そして２年生の時感動の本との出会いがあり

ました。今週掲載終了となったあの「ドラえもん」

です。今までテレビで見ていたウルトラマンやマ

ジンガーZ とは違うジャンルで、本で読むことが

想像力をより広げた気がします。そして読書感想

文をドラえもんで書いてしまいます。今なら先生

に書き直しを指示されると思いますが、その時の

担任は学校に掛け合ってくれました。結果として

は感想文コンクールには選出されませんでした

が、担任にはいいほうに受け止めてくれたのでし

ょう。私がドラえもんを読んでまだ新しい学習机

を壊してしまったことなどを書いたのですが、自

分の机にもタイムマシンがあるかもと、まさしく
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ドラえもんの歌にあるあんなこといいな、できた

らいいなを子供ながらに挑戦した結果でした。 

これ以降は常識のある子供に育っていくのです

が、今回の皆様の反応次第では次回の談話の題材

にしたいと思います。 

つたない話でしたがご清聴ありがとうございま

した。 

 

大村和宏君 

今 回 の お 題 は 

得意なこと、趣味 

趣味と言えば音

楽とスポーツで

した。 

まず音楽ですが、

幼稚園の時にヤ

マハ音楽教室ではじめました。クラスに男の子は

私だけで、その先生は二クラス持ってらっしゃっ

たように思いますが、併せて男子 2 名。かなりス

トレスではありました。当時の私は、できないと

いうことに劣等感がなかった時代ですので、自分

がへたっくそなことにも気づかず、発表会で大太

鼓を担当するのに、邪魔だったから・・というこ

とには思い至らない子供でした。 

ともあれ、おかげさまで譜面も読め、小学校を卒

業するころにはバンドの真似事も始めていまし

た。 

一方 幼少時のスポーツは、部活が始まるまでは、

毎日草野球です。まだ空地もありましたが、一つ

また一つと空地は減り、小学校の中学年になるこ

ろは、約 2 キロ離れた、今の県立大学の校舎のあ

る場所で、毎日場所取りの戦いでした。ですから、

あの立派な校舎を見ると、多少ノスタルジックに

なります。ちなみに推しは、江夏・田淵の阪神タ

イガースで、テレビ放映はなく、ラジオ放送があ

るときはスコアブックをつけながら試合に思い

をはせておりました。名古屋での敗戦の際は竹刀

で桃の木を打ち据え、竹刀がたたき折れました。 

ところで、私は幼稚園から高校卒業までを旧清水

市で過ごしました。杉山隆さんを輩出した清水で

すから、藤枝にはかないませんが、それなりにサ

ッカーも盛んだったのだろうと思います。が、私

の幼少期は草野球一辺倒でした。 

さて、小学４年生にあがる際、朝の運動のメンバ

ー募集がございました。種目等の説明はなく、た

だ運動をしようという勧誘文書でした。 

私、あっさりはまって、応募・参加いたしました

ところ、ふたを開ければサッカー部創設でした。 

ちょうどこの年から堀田先生や綾部先生の謀略

による清水サッカーの大進撃が始まったわけで

す。ちなみに清水 FC 自体はその２年ほど前に生

誕したようでございます。 

このころになりますと、私、変な自意識が芽生え

ておりまして、負けるのが嫌だったんでしょう、

夏休みまでにはレギュラーを勝ち取り、綾部先生

ひきいる清水３羽ガラス、わたくしの高校の後輩

になりますが、大榎克己さん、長谷川健太さん、

堀池巧さん達がいたはずのチームとも対戦いた

しました。彼ら三級下なので、１年生から始めて

いたんですね。試合はもちろんぼろ勝ちです。始

めてたかが半年で、小学４年が小学１年に負ける

はずはありません。ほぼいじめです。でも、かれ

らうまかったです。試合後にはメンバー達とひそ

ひそ話をしておりました。話が飛びますが、私、

その後高校３年で清水東のサッカー部 B に所属

していました。正課のクラブ活動でしたが、我々、

結構強いと自負しており、勝沢要先生に対外試合

をお願いしたところ、キーパーを除いて半分の人

数の一年生と試合をして、勝ったら話をつけてや

ると言われました。なんぼうまくても半数です。

ここでもぼろ勝ちしました。弱い者いじめも得意

だったようです。しかしながら、ここでも 2 級も

下の子がこんなにうまいのかとびっくりしまし

た。 

思えばあの子たち、あの悔しさを糧に全国大会で

優勝していたんですね。我々陰の立役者です。ち

なみに対外試合は、私はフルバックでオフサイド

トラップを頂きまくりました。気持ちよかったで

す。 

サッカーといえば、小学 4 年の秋には清水ＦＣの

セレクションもうけました。合格ライン、トラッ

プ１５０回くらいでしたでしょうか。８０回ほど

でついえ、あっさりと不合格でした。うかってい

たら人生変わっていたかもしれません。うちの代

は６年生でヨーロッパ遠征も行っていますので、

人生の転機ですね。 

その後、５年生にあがる際、部活動入部が認めら

れ、晴れてソフトボール部に入部。６年生にあが

る際はキャプテンを嘱望されていましたが、部活

の顧問の先生が病に倒れ、廃部しました。 

いまさらサッカー部に戻るのは嫌でしたので、新

設のミニバスケット部に入部しました。県大会で

は、全国大会で優勝した学校には負けましたが、

同大会で３位に入った学校には辛勝したような
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記憶がございます。いずれにせよ私のチームはク

ラブ登録がされておらず、全国大会には行けませ

んでした。 

中学にあがる際は家族の猛反対に会い、泣く泣く

野球部を断念。バスケット部に入部しました。お

もえば、幼少のみぎりから慣れ親しんだ野球との

決別でした。これも人生の転機ですね。 

さて、血気盛んな中学生、いろいろありましてバ

レー部に移籍。結局この年になるまでバレーを続

けております。 

さて、バンド活動ですが、中学高校は学園祭バン

ドをやっておりました。 

地域のミニスタジオをお借りして、３回ほどライ

ブも開催しました。 

何がうまいわけでもなく、人が足りないパートを

担当するというのはこのころからの習性です。ギ

ター、ドラム、キーボード、ボーカルと、高校卒

業までには一通りの楽器を担当いたしました。ち

なみに、ベースは大学生の時にたまにライブハウ

スで客演していました。 

さて、自分史をこんなに長いこと講義できる機会

はレアですのでもう暫く、勘弁してください。 

スポーツの方は、高校を卒業してからは、もっぱ

ら 所謂ナンパ路線でした。スキー、テニス、サ

ーフィン 社会人になってもスキーとテニスは

毎週どちらかはやっていました。ゴルフも始めま

した。 

しかしながら、結婚、長女出生を機にすべて置い

といて、しばらくの間 仕事と子育てに専念いた

しました。 

さて私、子育てに専念いたしましたところ、体重

が３桁を記録するに至りました。このままでは

近々死ぬなとの予感がありましたので、娘たちを

散々あそばせ、深い昼寝に誘い、自分はこっそり

ジムに行くというプランを立てました。もちろん

最初は一緒にぐっすり寝ついておりましたが、首

尾よく現在の一割減のラインまで体重を落とし

ました。まあ現在はリバウンド中です。 

ところで、もう一つのお題である「得意なこと」

ですが、なかなか思いつきませんでしたが、こん

な風につらつらと考えてみると、自分は「一所懸

命」になるのが得意なのかなあと思うに至りまし

た。 

思えば、視野の外にあることには全く興味を示さ

ないという欠点もございますが、目の前にあるこ

とにはやたらと一所懸命にやっていました。した

がって、女優さんの名前も女子プロゴルファーの

名前もほとんど知りません。 

ところで、一生懸命ということば。一生かかって

の一生を書くようですが、僕は一つ所、同じ場所

の意味でのイッショ懸命だと思っていました。広

辞林をみますと私の持っている版では「イッショ

（一所）懸命」という項はなく「一生懸命」の項

に一所懸命の転との記載がありました。自分 割

と古い人間のようです。 

今は、子育ても落ち着き、あろうことか事業を引

き継いでしまいましたので、今は多分、会社に一

所懸命なのかなあと思います。 

もうちょっとミクロなことを申し上げれば、仕事

を終え清水の実家に車で移動する際の４０分は、

音楽と高速安全運転に一所懸命です。忘れっぽい

こともあって、仕事のもやもやもリセットできて

いるような気がします。ですからお酒に頼ること

はございません。 

おちついたらロータリーも一所懸命にやるかと

も思いますが、今はまだ参加型でお許しください。 

さて、まだ時間がありそうですので、頭を振り絞

って思い返してみましたところ、趣味がもう一つ

ありました。 

読書が好きでした。 

思えば幼稚園のころ、毎月配本される科学ブック、

そして世界の童話シリーズはインドアでの最大

の楽しみでした。 

小学校にあがり図書館に出入りできるようにな

ってからは、１０分休みはひたすら読書。もちろ

ん、２０分休みはドッチボールに興じておりまし

た。 

少年探偵団シリーズ、ルパン、ホームズ、ＳＦ、

これが転じてブルーバックスに至り、宇宙のから

くりを悟るに至りました。その他司馬遼太郎さん

なども大体読みましたから、大河ドラマは斜にみ

ていても大体ストーリーはわかります。 

高校から大学の間は筒井康隆さんにはまってお

り、既刊書は熟読いたしました。 

その後、漫画の大人買いに向かい、現在では雑誌

を読む程度なので、忘れておりました。 

筒井康隆さんの熟読のせいか、右目の視力が 0.1

ございません。左目は 1.0 ちかくあるので、現在

では本を読むのがつらいです。なんとかこれを解

消できれば、また本も読むのではないかと思って

います。対象法をご教示いただける方、大募集中

でございます。 

ご清聴、ありがとうございました。 
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■ 今週の一言         山田壽久君 

皆さん、こんにちは。 

今週の一言、「好き

な言葉」をテーマに、

一言ご挨拶させて

いただきます。 

 ちょうど、私が26

代の会長を仰せつ

かったのが、2016年

7 月 1 日から 2017 年 6 月末の任期でありました。

ちょうど 10年前になります。 

当時、私は会長挨拶で毎回、私が大好きでありま

した田中角栄の言葉をご紹介させて頂きました。

今回も、当時 60 程の角栄の言葉をご紹介させて

頂きましたが、当時まだ紹介できなかった言葉を

今日紹介したいと思います。 

 彼は、大正 7年(1918年)5月 4日生まれ、平成

5年(1993年)12月 16日に人生を全う致しました。

75 歳の人生でした。彼が、65 歳(昭和 58 年 1983

年)皆さんご存じの通り、ロッキード事件の公判

中に総選挙がおこなわれました。その時に、彼は

死生観(死ぬ生きる)を語った言葉があります。そ

れは、「眠ることは死ぬことだ、人間は毎日死に生

きている。その心境がわかってから、すべてが怖

くなった。」と話しておりました。 

 しかし、その 2年後に脳梗塞で倒れ、政界を去

ることになりました。幸せに生きるという人間の

原点を追い続けた角栄でしたが、自分の死につい

て語ったことは、少なかったです。眠りを死に例

えたこの言葉は、いつまでも国民のために働き、

政治活動を続けるという生涯政治家宣言だった

と思います。 

 私も昨年、76歳になり角栄の生涯年齢を超えた

年となりました。今まで、死とか生とか、あまり

考えたことはありませんでしたが、やはりこの年

になりますと残りの人生を考えてしまうような

年になりました。 

 しかし、角栄のように、毎日が生き死にであれ

ば、生きることの有難さを感じ、自分のできるこ

とを努力して参りたいと強く感じております。こ

れからも、自分の感じるままに生きたいと思いま

すので、お付き合いをよろしくお願い致します。 

 以上、今週の一言とさせて頂きます。ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/秋谷貴也君） 

例会日 クラブ行事 摘要 

4/26(金) 

第 1633回 

クラブリーダーシップ

ラーニングセミナー 
ツインメッセ 

5/15（金） 

第 1634 回 
会員卓話 理事会 

5/23(土) 

第 1635 回 
親睦旅行 福岡 

5/28(木) 

第 1636回 
35 周年記念 小杉苑 


